
 

1 月 29 日（土）～2 月 28 日（月） オンデマンド配信 

  

一一般般演演題題（（11））主主題題：：脊脊椎椎前前方方側側方方手手術術をを安安全全にに遂遂行行すするるたためめのの工工夫夫  

  
  主主題題１１AA：：頚頚椎椎前前方方手手術術ににおおけけるる工工夫夫    

1A-1 頚頚椎椎前前側側方方アアププロローーチチ法法ににおおけけるる横横隔隔神神経経のの保保護護  

 戸塚 剛彰（一宮西病院 脳脊髄外科） 

1A-2 安安全全なな頚頚椎椎多多椎椎間間前前方方後後方方固固定定術術ののたためめにに必必要要なな術術前前評評価価とと手手術術時時のの工工夫夫  

 福田 美雪（信愛会脊椎脊髄センター 交野病院） 

1A-3 頚頚椎椎前前方方固固定定術術後後のの気気道道閉閉塞塞のの発発生生とと及及びびそそのの予予防防策策ににおおけけるる影影響響のの検検討討  

 加藤 皓己（岐阜市民病院） 

  
  主主題題１１BB：：安安全全なな LLIIFF をを行行ううたためめのの工工夫夫    

1B-1 側側臥臥位位手手術術ににおおけけるる前前傾傾法法のの有有用用性性  

 廣瀬 友彦（香川県立中央病院） 

1B-2 22 椎椎間間固固定定術術をを安安全全でで低低侵侵襲襲にに行行ううたためめのの術術中中 33DD イイメメーージジナナビビゲゲーーシショョンンガガイイドド LLaatteerraall  

SSiinnggllee  PPoossiittiioonn  SSuurrggeerryy  ((LLIIFF--PPPPSS  ffiixxaattiioonn))    

 伊藤 研悠（江南厚生病院） 

1B-3 XXLLIIFF をを安安全全にに行行ううたためめのの基基本本的的なな考考ええ方方にに関関すするる考考察察 

 沼澤 真一（健貢会 総合東京病院 脊椎脊髄センター） 

1B-4 腰腰椎椎前前方方固固定定のの再再手手術術をを安安全全にに行行ううたためめににはは    当当科科腰腰椎椎前前方方再再手手術術例例のの検検討討よよりり  

 奥村 潤一郎（市立札幌病院） 

  
  主主題題１１CC：：LLIIFF ににおおけけるる新新たたなな各各種種評評価価法法をを加加ええたた工工夫夫    

1C-1 胸胸腰腰椎椎前前方方固固定定術術後後にに遺遺残残すするる空空気気像像のの評評価価  ――LLLLIIFF、、シシリリンンダダーーケケーージジ、、ワワイイドドフフッットトププ

リリンントトケケーージジででのの違違いいにに注注目目ししてて――  

 石川 哲大（さんむ医療センター） 

1C-2 造造影影 CCTT にによよるる腰腰椎椎側側方方進進入入椎椎体体間間固固定定術術にに必必要要なな腰腰部部静静脈脈系系血血管管のの局局所所解解剖剖学学的的検検討討  

 金井 知彬（国立病院機構宇都宮病院） 

1C-3 術術中中 CCTT ナナビビゲゲーーシショョンンをを用用いいたた LLLLIIFF のの際際のの医医療療被被曝曝量量のの検検討討  

 野村 慧（東海大学付属伊勢原病院） 

1C-4 AASSDD にに対対すするる後後方方矯矯正正操操作作時時のの AALLLL 断断裂裂はは LLLLIIFF 併併用用時時特特有有のの現現象象ななののかか  ――PPLLIIFF 併併用用

時時とと比比較較ししたた FFEEAA をを用用いいたた検検討討―― 

 今井 貴哉（藤田医科大学） 

  
  主主題題１１DD::変変形形・・骨骨折折・・感感染染ににおおけけるる工工夫夫    

1D-1 成成人人脊脊柱柱変変形形にに対対すするる LLLLIIFF をを併併用用ししたた矯矯正正手手術術時時にに於於けけるる後後方方矯矯正正操操作作時時のの AALLLL 断断裂裂

のの機機序序にに関関すするる有有限限要要素素解解析析をを用用いいたた検検討討 

 武田 太樹（藤田医科大学医学部 脊椎・脊髄科） 

1D-2 側側方方経経路路腰腰椎椎椎椎体体間間固固定定術術でで矯矯正正不不十十分分なな症症例例にに骨骨切切りりをを追追加加ししててアアラライイメメンントトをを改改善善すす

るる試試みみ 

 小林 孝（秋田厚生医療センター） 
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1D-3 骨骨粗粗鬆鬆症症性性椎椎体体骨骨折折にに対対すするる前前後後合合併併再再建建・・間間接接除除圧圧術術 

 森田 圭則（名古屋大学） 

1D-4 LLLLIIFF 開開創創器器をを用用いいたた感感染染性性脊脊椎椎炎炎のの前前方方郭郭清清術術  

 澤田 修太郎（岐阜県総合医療センター） 

 

一一般般演演題題（（22））主主題題：：教教訓訓的的なな 11 例例（（脊脊椎椎前前方方側側方方手手術術施施行行例例））  

  
  主主題題 22AA：：頚頚椎椎症症例例    

2A-1 椎椎骨骨動動脈脈走走行行異異常常をを伴伴うう頚頚椎椎前前方方固固定定術術後後後後弯弯変変形形にに対対すするる手手術術治治療療のの工工夫夫  

 野口 裕史（筑波大学） 

2A-2 手手術術後後嚥嚥下下障障害害がが増増悪悪しし気気管管切切開開ににままでで至至っったた FFoorreessttiieerr 病病のの 11 例例  

 牧 聡（千葉大学） 

2A-3 1122 年年前前にに施施行行さされれたた頚頚椎椎前前方方固固定定術術のの内内固固定定具具のの逸逸脱脱・・嚥嚥下下障障害害をを呈呈ししたた一一例例 

 奥村 孝臣（岐阜市民病院） 

2A-4 小小児児外外傷傷性性軸軸椎椎すすべべりりのの手手術術経経験験  ――前前方方固固定定術術併併用用のの安安心心感感――  

 古矢 丈雄（千葉大学） 

 
  主主題題 22BB：：胸胸腰腰椎椎症症例例    

2B-1 後後腹腹膜膜アアププロローーチチにによよるる胸胸腰腰椎椎移移行行部部椎椎体体置置換換術術ででのの肺肺損損傷傷症症例例かからら学学んんだだこことと 

 森脇 崇（大阪暁明館病院 脳神経外科 脊椎脊髄センター） 

2B-2 腰腰椎椎前前方方手手術術後後にに気気脳脳症症ととななっったた症症例例のの検検討討  

 瀧川 朋亨（神戸赤十字病院） 

2B-3 側側方方経経路路腰腰椎椎椎椎体体間間固固定定（（LLIIFF））をを断断念念ししたた 22 例例  

粕川 雄司（秋田大学） 

2B-4 二二分分脊脊椎椎除除圧圧術術後後のの高高度度腰腰椎椎すすべべりりのの一一例例  

 小林 樹（国立病院機構下志津病院） 

2B-5 XXLLIIFF 術術後後にに腸腸管管穿穿孔孔ななどどのの合合併併症症ななくく腹腹腔腔内内にに ffrreeee  aaiirr をを生生じじたた 11 例例 

 佐藤 雅（東千葉メディカルセンター） 

2B-6 LLIIFF  ccaaggee のの逸逸脱脱をを繰繰りり返返しし多多数数回回のの手手術術をを要要ししたた DDIISSHH をを伴伴うう腰腰部部脊脊柱柱管管狭狭窄窄症症のの 11 例例  

 中野 敦之（大阪医科薬科大学三島南病院） 

2B-7 強強いい腰腰痛痛がが主主訴訴のの慢慢性性心心不不全全患患者者にに対対しし 22 期期的的にに 44 椎椎間間腰腰椎椎前前後後方方固固定定術術をを行行っったた一一例例 

 笹田 康弘（岐阜大学） 

2B-8 硬硬膜膜外外脂脂肪肪腫腫をを伴伴うう腰腰部部脊脊柱柱管管狭狭窄窄症症にに対対しし LLIIFF にによよるる間間接接除除圧圧がが有有効効ででああっったた 22 例例 

 太田 悠亮（岐阜県総合医療センター） 

2B-9 結結果果ととししてて後後方方・・側側方方・・前前方方かかららのの３３期期的的にに腫腫瘍瘍摘摘出出ししたた腰腰部部神神経経根根発発生生のの巨巨大大後後腹腹膜膜神神

経経鞘鞘腫腫のの 11 例例 

 有馬 秀幸（浜松医科大学） 

 
  主主題題 22CC：：変変形形・・隣隣接接障障害害・・外外傷傷症症例例    

2C-1 成成人人脊脊柱柱変変形形治治療療後後のの繰繰りり返返すす PPJJFF にに MMRRSSAA 感感染染がが関関係係ししてていいたた一一症症例例  

 中島 宏彰（名古屋大学） 
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2C-2 腰腰椎椎固固定定術術後後のの感感染染性性 PPJJKK にに対対しし前前方方支支柱柱再再建建をを含含むむササルルベベーージジ手手術術をを要要ししたた１１例例  

 増田 剛宏（木沢記念病院） 

2C-3 上上位位胸胸椎椎化化膿膿性性脊脊椎椎炎炎((TT22//33))にに対対すするる低低侵侵襲襲なな胸胸腔腔鏡鏡補補助助下下のの前前側側方方固固定定術術のの 11 例例 

 吉原 智仁（佐賀大学） 

2C-4 腰腰椎椎破破裂裂骨骨折折にに施施行行ししたた椎椎体体置置換換術術後後ののケケーージジシシンンキキンンググにに対対ししてて CCrroossss  ttrraajjeeccttoorryy をを使使

用用ししててリリカカババリリーーででききたた 11 例例  

 大塚 聖視（豊川市民病院 整形外科 脊椎脊髄病医センター） 

2C-5 腰腰椎椎椎椎体体骨骨折折にに対対しし側側方方椎椎体体置置換換術術をを行行いい，，骨骨癒癒合合後後後後方方イインンププラランントト抜抜去去後後にに起起っったたイイ

ンンププラランントト関関連連合合併併症症のの１１例例  

 内野 和也（川崎医科大学 脊椎災害整形外科） 

2C-6 DDIISSHH にに合合併併ししたた第第２２腰腰椎椎破破裂裂骨骨折折にに対対すするる人人工工椎椎体体をを用用いいたた前前方方再再建建術術後後感感染染をを生生じじ、、

ササルルベベーージジ手手術術をを要要ししたた 11 例例  

 奥村 孝臣（岐阜市民病院） 

2C-7 腰腰椎椎破破裂裂骨骨折折にに対対しし複複数数回回手手術術をを要要ししたた高高度度肥肥満満症症のの１１例例  

 武田 昂典（東千葉メディカルセンター） 

2C-8 TThhoorraacciicc  hhyyppeerreexxtteennssiioonn  iinnjjuurryy  wwiitthh  ooppeenniinngg  wweeddggee  ddiissttrraaccttiioonn  ffrraaccttuurree  iinn  DDIISSHH  

--ccoonnssiiddeerraattiioonn  ooff  ssuurrggiiccaall  ssttrraatteeggyy  bbaasseedd  oonn  iinnttrraaooppeerraattiivvee  ppaatthhoollooggiiccaall  ffiinnddiinnggss-- 

 兼松 龍（藤枝平成記念病院 脊髄脊椎疾患治療センター） 

 

一一般般演演題題（（33））そそれれ以以外外のの脊脊椎椎前前方方側側方方手手術術にに関関すするる演演題題  
  
  一一般般演演題題 33AA：：頚頚椎椎・・胸胸椎椎   

3A-1 頚頚椎椎長長範範囲囲前前方方固固定定術術後後にに発発生生ししたた CC55 麻麻痺痺のの自自然然経経過過 

 弓手 惇史（千葉大学） 

3A-2 頚頚椎椎前前方方固固定定後後のの移移植植骨骨内内ガガスス像像はは何何をを意意味味すするるかか？？ 

  野澤 聡（岐阜大学） 

3A-3 圧圧迫迫性性頸頸髄髄症症にに対対すするる手手術術法法（（前前方方除除圧圧固固定定、、後後方方除除圧圧固固定定、、後後方方除除圧圧））のの患患者者立立脚脚型型

アアウウトトカカムム((JJOOAACCMMEEQQ))をを用用いいたた比比較較  

 加藤 皓己（岐阜市民病院） 

3A-4 PPRREESSTTIIGGEE  LLPP をを用用いいたた頚頚椎椎人人工工椎椎間間板板置置換換術術のの術術後後 11 年年ままででのの臨臨床床成成績績とと画画像像変変化化のの

検検討討 

 都島 幹人（JA 愛知厚生連 江南厚生病院） 

3A-5 胸胸椎椎後後縦縦靭靭帯帯骨骨化化症症にに対対すするる前前方方アアププロローーチチにによよるる手手術術のの意意義義  --１１ググルルーーププににおおけけるる

歴歴史史的的検検討討--  

 梅村 浩輔（岐阜市民病院） 
 
  一一般般演演題題 33BB：：腰腰椎椎    

3B-1 側側方方進進入入腰腰椎椎椎椎体体間間固固定定術術ににおおけけるるブブーーメメラランン型型ケケーージジのの有有用用性性  

 鈴木 喜貴（名古屋セントラル病院） 

3B-2 CChhiibbaa  ssppiinnee  ssuurrggeerryy  rreeggiissttrryy をを用用いいたた 11 椎椎間間 OOLLIIFF 術術後後 55 年年成成績績のの検検討討 

 金 勤東（千葉大学） 

3B-3 SSoovveerreeiiggnn  SSppiinnaall  SSyysstteemmⓇⓇ  をを使使用用ししたた LL55//SS11 をを含含むむ前前後後方方椎椎間間固固定定術術のの超超短短期期成成績績 

 俊 徳保（千葉大学） 

一一般般演演題題      オオンンデデママンンドド配配信信  
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3B-4 LLIIFF ケケーージジをを用用いいたた間間接接除除圧圧術術後後のの隣隣接接椎椎間間障障害害――５５年年以以上上経経過過観観察察可可能能ででああっったた症症例例

のの成成績績―― 

 大内田 隼（名古屋大学） 

3B-5 腰腰椎椎変変性性すすべべりり症症にに対対すするる11椎椎間間OOLLIIFFととTTLLIIFFででのの術術後後成成績績比比較較  ――  CChhiibbaa  ssppiinnee  ssuurrggeerryy  

rreeggiissttrryy デデーータタベベーーススをを用用いいたた多多施施設設研研究究―― 

 高岡 宏光（千葉大学） 

3B-6 腰腰椎椎多多数数回回手手術術患患者者にに対対すするる低低侵侵襲襲前前方方後後方方同同時時固固定定術術のの臨臨床床成成績績 

 中野 正人（高岡市民病院） 

 
  一一般般演演題題 33CC：：脊脊柱柱変変形形・・外外傷傷    

3C-1 脊脊椎椎固固定定術術後後にに腰腰仙仙椎椎部部にに生生じじたたロロッッドド折折損損にに対対すするるササルルベベーージジ手手術術ととししてて LL55//SS11 前前方方

椎椎体体間間固固定定術術をを施施行行ししたた 22 例例  

 坂口 彰（横浜南共済病院 脊椎脊髄センター） 

3C-2 高高度度側側方方辷辷りりをを有有すするる腰腰椎椎変変性性後後側側弯弯症症にに対対ししてて LLLLIIFF をを用用いいたた矯矯正正固固定定術術のの治治療療成成績績  

 藤原 達彦（三重大学） 

3C-3 神神経経線線維維腫腫症症にによよるる症症候候性性側側弯弯症症にに対対すするる手手術術成成績績――最最終終固固定定時時ででのの前前方方固固定定のの併併用用―― 

 瀧上 俊作（国立病院機構 神戸医療センター） 

3C-4 成成人人脊脊柱柱変変形形ににおおけけるる癒癒合合椎椎にに対対すするる側側方方進進入入椎椎体体間間骨骨切切りり術術 

 高見 正成（和歌山県立医科大学） 

3C-5 高高齢齢者者のの変変性性側側弯弯をを伴伴うう腰腰部部脊脊柱柱管管狭狭窄窄症症にに対対すするる除除圧圧術術，，ffllooaattiinngg  ffuussiioonn のの選選択択 

 高取 良太（京都府立医科大学） 

3C-6 成成人人脊脊柱柱変変形形にに対対すするる LLIIFF 後後のの大大腿腿部部症症状状発発生生にに関関連連すするる手手術術因因子子のの検検討討  

 大和 雄（浜松医科大学 長寿運動器疾患教育研究講座） 

3C-7 成成人人脊脊柱柱変変形形にに対対すするる LLLLIIFF、、DDVVRR をを用用いいたた 22 期期的的変変形形矯矯正正術術ににおおけけるる、、椎椎体体回回旋旋変変形形矯矯

正正効効果果のの検検討討 

 阿部 徹太郎（大分大学） 

3C-8 成成人人脊脊柱柱変変形形にに対対すするる前前後後合合併併手手術術にによよるる胸胸腰腰椎椎のの後後弯弯矯矯正正でで生生じじるる肝肝胆胆道道系系酵酵素素のの

上上昇昇  

 坂下 孝太郎（筑波大学） 

3C-9 LLLLIIFF とと経経皮皮的的ススククリリュューー矯矯正正にによよるる骨骨盤盤非非固固定定成成人人脊脊柱柱変変形形手手術術のの臨臨床床成成績績  

 片柳 順也（獨協医科大学埼玉医療センター） 

3C-10 中中下下位位腰腰椎椎骨骨粗粗鬆鬆症症性性椎椎体体骨骨折折にに対対すするる側側方方経経路路椎椎体体間間固固定定術術のの有有用用性性  ――後後方方進進入入

椎椎体体間間固固定定術術ととのの比比較較にによよるる検検討討――  

 高見 俊治（神戸労災病院） 
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